
施設向け感染症対策指導者研修
意見交換まとめ R５年 1 0月 3 1日実施

施設の管理体制
（職員への周知や情報共有など）

～主な意見～ ※一部抜粋しています※

日頃の衛生管理・感染対策

発生時の対応



管理体制（職員への周知・情報共有など）
研修や情報共有ってどんな風に行ったらいいんだろう…

マニュアルの整備

①定期的にマニュアルの見直しを実施
②感染症の対応をした後に
振り返り実施とマニュアル更新

研修実施
①eラーニング・動画視聴を実施
②資料の配布・回覧
内容例：ノロウイルス、食中毒、新型コロナ

インフルエンザ
③看護職や研修受講者がレクチャーしている

訓練実施

①手洗いチェッカーを用いた演習
②吐物処理の演習
➡期限切れのおかゆを使用し飛散範囲を実際に確認
避難の導線・物品の位置を確認
役割分担の確認
（体調不良者の対応・避難誘導・吐物処理をする人）

③ガウンテクニックの演習
④感染者の対応の演習（ケアなど）

情報共有
①吐物処理・手洗いの手順書等を壁に掲示
②毎月のミーティングで感染症対策と
演習実施



日頃の感染対策・発生時の対応
予防するためには日頃から何に気を付けたらいいんだろう…

日頃の対策
衛生管理・感染対策

①役割を決めて毎日、消毒実施
➡場所：手すりや椅子、玩具、おむつ替えマット等
➡平常時から次亜塩素酸ナトリウムを使用
（アルコールが効かない感染症もあるため）

②時間を決めて手洗いの実施
水道付近に手洗い手順を掲示

③速やかに対応できるように吐物処理セットを用意
④面会者の体調確認・感染対策を依頼

発生時の対応

①個別対応へ切り替え
②利用者へ感染対策について個別に声掛け
③保護者へ流行状況についてお知らせ
（掲示板・メール等）
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